














Ⅰ.先天型進行性筋ジストロフィー症の臨床遺伝学的研究

目的

　先天型進行性筋ジストロフィー症(以下 CMD と略)の遺伝形式については,男

女両性共等しく罹患すること,累代発生が無く,同胞罹患率が高いこと,家系に

血族結婚が高率に認められること,などにより,常染色体性単純劣性遣伝様式が

推定されてきた 1)2).しかし,常染色体性単純劣性遺伝にしては,分離比が理論

値 0.25 に比し低値であるという報告も 3)4)ある.そこで著者らは,より正確な

遺伝学的分析を行うため,診断確実な本症患児をもつ家系に対し,詳細な家族歴

聴取と戸籍の裏付けによる正確な資料収集に努め,その遺伝学的分析を行った

ので報告する.


